
女子学生と女性研究者が気軽に交流できる環境が、
研究活動に刺激を与えてくれます。

ホルモン量の測定は、乾燥させた
フンの粉末0.1gにメタノールを
混ぜて、ホルモンの抽出液を作る
ことから始まる。

フェネックやカメ、インコな
どを研究用に飼育。「動物が
気になって、休日も研究室に
来てしまいます」と山本さん。

教育学部の教員から「出前講義」の
心得を学ぶオリエンテーションも実施

（上）。「聖マリア女学院高等学校」で
の出前講義風景（下）
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リケジョ（理系女子）の先輩として、小・中学生、高校生に科学の面白さを伝えたり、

研究者を目指す女子学生の進路相談に親身に取り組む活動にも参加している。
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いまを駆ける！岐大生face

岐阜大学では、平成22年度から「男女共同参画推進室」を設置し、性別に関わりなく個性を尊重
し、能力を発揮できる環境を確立するための取り組みを行っている。その一環として、女性研究者
の支援や育成、裾野拡大を目的とした活動を実施。松井真一特任助教は「女性にとって結婚や出産、
育児は研究の中断や断念の大きな要因になりますし、どこで迎えるかということも重要です。セミ
ナーや交流会など様々な支援活動を行っていますので、気軽に活用してほしいです」と話す。

『カモミール女子学生支援プログラム』…学生アシスタントの女子大学院生が、女子学生の就学上
の相談に対応している。女子学生の就学支援と、博士課程への進学促進が目的。生協中央店の向
かいにある「カモミール・カフェ」（顔見ーるカフェ）で毎週火曜・水曜日に実施。

『サイエンス夢追い人育成プロジェクト』…女子大学院生が県内の小・中学校や高校に赴き、自身
の進路選択の経緯や研究内容について講義を行う「出前講義」を開講。子どもたちに科学の魅力
を伝えている。

サイエンス夢追い人育成プロジェクト 出前講義 講師
カモミール女子学生支援プログラム 学生アシスタント

山本 彩織さん
大学院連合農学研究科 博士課程
生物生産科学専攻 動物生産利用学連合講座2年

男女共同参画推進室の取り組み

山本さんが関わる活動

「ライチョウの繁殖研究を通して、
 絶滅危惧種の保全に貢献したい。」
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